
「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」

漢
字
仮
名
交
り
本
文
と
和
化
漢
文
本
文
と
の
対
照
考
察

は
じ
め
に

「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
(
『
天
理
図
書
館
善
本
草
書
古

文
書
集
』
で
の
名
称
)
は
、
藤
原
定
家
の
手
に
な
る
漢
字
仮
名
交
り
文
の
文
書
で

あ
る
。
石
清
水
文
書
の
中
に
は
'
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
文
章
で
あ
り
な
が

ら
、
文
体
の
異
な
る
和
化
漢
文
で
書
か
れ
た
文
書
も
存
す
る
。
つ
ま
り
、
形
態

上
は
各
々
独
立
し
た
二
種
類
の
文
書
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
和
化
漢
文
の
方
は
、

末
尾
に
「
建
保
五
(
T
二
一
七
)
年
五
月
廿
七
日
弟
子
石
清
水
護
国
寺
穂
別
嘗

法
印
大
和
尚
位
宗
清
」
と
あ
り
、
「
右
草
、
式
部
槽
少
輔
大
江
朝
臣
周
房
筆
跡
也
」

(
-
)

の
奥
書
を
持
つ
。
漢
字
仮
名
交
り
文
の
方
は
、
末
尾
に
「
貞
庸
二
(
一
二
二
三
)
午

十
日
目
法
印
大
和
尚
位
」
と
あ
り
へ
極
書
「
時
之
権
別
嘗
法
印
立
願
之
事
へ
雑

僧
名
所
望
之
虞
、
京
極
中
納
言
定
家
卿
承
引
之
趣
へ
不
可
思
議
之
l
軸
也
へ
是
則
(
2
)

可
為
雄
徳
山
奇
珍
之
其
丁
者
乎
慶
長
十
五
仲
冬
日
」
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。

両
者
の
関
係
は
'
善
本
叢
書
の
解
題
に
よ
る
と
、
大
江
周
房
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
和
化
漢
文
体
の
願
文
案
を
、
田
中
宗
清
の
請
に
よ
っ
て
、
定
家
が
平
仮
名

交
り
文
に
書
き
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
和
化
漢
文
の
本
文
は
、
群
書

類
従
本
と
大
日
本
古
文
書
本
と
の
二
種
の
活
字
本
文
が
あ
る
が
、
原
文
に
錯
簡

が
あ
る
と
し
て
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に
へ
両
者
間
の
各
箇
条
は
順
序
不

同
で
あ
り
、
漢
字
仮
名
交
り
文
と
比
較
し
て
も
三
者
間
の
各
箇
条
の
順
序
は
一

田

中

雅

和

致
し
な
い
。
ま
た
へ
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
り
文
と
の
間
に
は
箇
条
の
出
入
り

が
あ
り
、
和
化
漢
文
の
「
所
願
成
就
了
可
令
遁
世
事
」
の
条
と
末
尾
の
原
文
が

脱
落
し
て
い
る
。
部
分
的
に
は
「
別
嘗
巳
下
可
支
配
庄
園
事
」
・
「
別
昔
職
可
次

第
特
任
事
」
・
「
先
師
墓
所
可
建
立
一
堂
事
」
・
「
可
奉
渡
唐
本
l
切
揮
事
」
各
箇

条
で
1
部
の
文
や
句
を
欠
い
た
り
、
「
わ
か
み
山
た
1
し
き
道
に
さ
た
め
お
き

て
人
の
う
れ
へ
の
-
も
を
へ
た
て
し
」
の
歌
な
ど
が
補
わ
れ
た
り
し
て
お
り
、

更
に
詳
細
に
見
る
と
語
句
の
レ
ベ
ル
で
は
若
干
の
出
入
り
や
不
一
致
な
ど
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
間
に
少
な
-
な
い
異
同
も
指
摘
で
き
、
漢
文
の
文
章
と

完
全
に
l
致
す
る
逐
語
訳
的
な
訓
読
文
と
は
異
な
る
が
、
全
体
的
に
は
大
江
周

房
の
和
化
漢
文
を
漢
字
仮
名
交
り
で
訓
読
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

漢
字
仮
名
交
り
文
本
文
と
和
化
漢
文
本
文
と
の
対
応
関
係

ま
ず
へ
漢
字
仮
名
交
り
文
本
文
と
和
化
漢
文
本
文
と
の
各
箇
条
の
見
出
し
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
文
書
の
関
係
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

藤
原
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
り
文
の
見
出
し
を
示
し
へ
そ
の
後
に
大
江
周
房
筆

の
和
化
漢
文
の
見
出
し
を
私
に
附
し
た
箇
条
番
号
と
と
も
に
〔
〕
に
括
っ
て

示
す
。
見
出
し
部
分
を
比
較
す
る
だ
け
で
も
、
基
本
的
に
は
漢
字
仮
名
交
り
文

が
和
化
漢
文
の
訓
読
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
お
お
よ
そ
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、

原
文
の
引
用
に
際
し
て
、
原
本
の
姿
を
反
映
さ
せ
原
本
の
形
態
が
再
現
で
き
る
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よ
う
に
'
次
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
て
示
し
た
。

*
曲
(
取
消
線
)
は
原
文
で
の
見
せ
消
ち
を
示
す
。

辛
(
[
=
□
)
で
括
っ
た
も
の
は
'
原
文
で
重
ね
書
き
さ
れ
た
も
の
の
元
字
(
推

読
を
含
む
)
を
示
す
。

*
a
U
)
で
括
っ
た
も
の
は
、
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
を
和
化
漢
文
等
に
よ
っ

て
訂
正
し
た
文
字
を
示
す
。
(
以
下
具
体
例
の
引
用
は
総
て
同
じ
)

藤
原
定
家
筆
・
漢
字
仮
名
交
り
文

〔
大
江
周
房
筆
・
和
化
漢
文
〕

一
別
営
巳
下
庄
園
を
わ
か
ち
し
る
へ
き
事

〔
①
1
別
普
巳
下
可
支
配
庄
園
事
〕

一
別
雷
の
職
次
第
に
韓
任
す
へ
き
事

〔
②
一
別
嘗
職
可
次
第
辞
任
事
〕

一
宮
寺
僧
俗
官
等
(
可
申
)
品
帳
(
秩
)

を
申
さ
た
む
へ
き
事

〔
③
一
宮
寺
僧
俗
官
等
可
申
定
晶
秩
事
〕

一
御
殿
司
入
寺
僧
等
そ
の
か
す
を
き
た
む
へ
き
事

〔
④
7
御
殿
司
入
寺
僧
等
可
定
員
数
事
〕

1
ち
か
ら
の
た
へ
む
に
し
た
か
ひ
て
生
類
を
あ
か
ひ
と
り
て
放
還
す
へ
き
事

〔
⑤
一
院
力
堪
腰
取
生
類
可
放
還
事
〕

l
宮
て
ら
の
僧
俗
た
や
す
-
不
可
任
官
す
へ
か
ら
さ
る
事

〔
⑥
7
宮
寺
僧
俗
抑
不
可
任
官
事
〕

1
庫
倉
納
物
十
分
か
1
を
さ
き
て
仏
神
事
に
廻
向
す
へ
き
事

〔
⑦
l
庫
倉
納
物
割
十
分
之
一
可
廻
向
悌
神
事
事
〕

1
御
山
の
う
ち
に
弥
勤
堂
を
建
立
す
へ
き
事

〔
⑧
一
山
内
可
建
立
禰
勤
堂
事
〕

一
先
師
墓
所
に
一
堂
を
建
立
す
へ
き
事

〔
⑨
一
先
師
墓
所
可
建
立
一
堂
事
〕

〔
⑩
1
可
奉
渡
唐
本
7
切
経
事
〕

一
昔
宮
の
御
修
理
公
家
に
奏
聞
せ
す
寺
積
の
つ
と
め
た
る
へ
き
事

〔
⑪
1
富
宮
御
修
理
不
奏
聞
公
家
可
烏
寺
領
勤
事
〕

一
新
儀
の
非
法
を
1
こ
な
ふ
へ
か
ら
ぬ
事

〔
⑫
一
不
可
行
新
議
(
倭
)
非
法
事
〕

1
大
塔
を
建
立
す
へ
き
事

〔
⑬
1
可
建
立
大
塔
事
〕

一
御
山
の
う
ち
に
千
手
堂
を
建
立
す
へ
き
事

〔
⑭
一
山
内
可
建
立
千
手
堂
事
〕

(
以
下
、
対
応
す
る
条
な
し
)

〔
⑮
一
所
願
成
就
了
可
令
遁
世
事
〕

〔
⑩
願
文
・
以
前
大
願
敬
以
礫
起
-
-
〕

周
房
筆
の
和
化
漢
文
が
前
文
と
末
尾
願
文
を
含
め
る
と
二
ハ
箇
条
あ
る
の
に

対
し
て
、
定
家
筆
の
漢
字
仮
名
交
り
文
の
方
は
見
出
し
で
見
る
と
一
三
箇
条
で

あ
り
'
〔
所
願
成
就
了
可
令
遁
世
事
〕
と
末
尾
の
願
文
を
欠
き
、
〔
可
奉
渡
唐
本

1
切
経
事
〕
も
漢
字
仮
名
交
り
文
に
見
出
し
は
な
い
O
と
こ
ろ
が
へ
定
家
筆
の

「
先
師
墓
所
に
7
堂
を
建
立
す
へ
き
事
」
を
見
出
し
と
す
る
条
の
本
文
は
1
-
5
行

目
か
ら
1
-
g
行
目
ま
で
続
-
が
、
1
-
0
行
目
は
行
末
に
術
字
「
し
て
」
の
二
字
が
あ

る
だ
け
で
、
そ
の
前
後
に
文
脈
上
の
断
絶
が
あ
る
.
即
ち
、
畑
行
目
ま
で
は
〔
先

師
墓
所
可
建
立
一
堂
事
〕
に
対
応
し
、
m
行
目
か
ら
は
〔
可
奉
渡
唐
本
一
切
経

事
〕
の
後
半
の
文
章
に
対
応
す
る
内
容
を
有
し
て
い
て
、
見
出
し
が
な
い
だ
け

で
'
内
容
は
ほ
ぼ
二
箇
条
分
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漢
字
仮
名
交
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り
文
の
一
四
箇
条
分
は
和
化
漢
文
と
対
応
関
係
を
有
す
る
と
見
得
る
。

訓
読
文
(
理
解
行
為
)
と
し
て
の
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文

漢
字
仮
名
交
り
本
文
と
和
化
漢
文
本
文
と
は
、
各
々
独
立
し
た
文
書
と
し
て

石
清
水
文
書
の
中
に
存
す
る
。
そ
の
内
容
も
漢
文
訓
読
文
(
広
義
の
和
漢
混
清

文
)
或
は
和
化
漢
文
の
文
章
と
し
て
の
文
体
的
性
格
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
お
り
、

と
も
に
表
現
主
体
の
表
現
行
為
・
意
識
が
反
映
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
方
で
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
方
は
、
先
に
成
立
し
て
い
た
和
化
漢
文
を
下
敷

き
に
し
た
訓
読
文
と
見
得
る
の
で
'
理
解
行
為
と
し
て
の
文
章
の
性
格
も
同
時

に
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
'
原
漢
字
文
に
読
み
が
施
さ
れ
た
訓
点

資
料
の
如
き
訓
読
と
は
幾
分
異
な
る
。
漢
字
文
に
補
足
的
に
読
み
が
施
さ
れ
た

い
わ
ば
隷
属
的
な
訓
読
文
で
は
な
-
、
日
本
語
が
漢
文
訓
読
文
(
和
漢
混
清
文
)

と
い
う
文
章
様
式
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
独
立
し
た
文
章
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
に
へ
和
化
漢
文
の
純
粋
な
訓
読
文
と
し
て
安
易
に
は
扱
え
な
い
。

そ
こ
で
へ
和
化
漢
文
と
の
関
係
の
程
度
や
質
な
ど
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

漢
字
仮
名
交
り
文
に
お
け
る
訓
読
文
(
理
解
行
為
)
と
し
て
の
性
格
を
中
心
に

考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
が
明
ら
か
に
周
房
の
和
化
漢
文
を
下
敷
き
に
意
識

し
た
も
の
で
あ
り
'
そ
れ
を
手
許
に
見
な
が
ら
の
訓
読
の
作
業
で
あ
っ
た
と
推

測
で
き
る
情
況
が
幾
つ
か
指
摘
で
き
る
O
そ
の
徴
証
と
な
る
の
が
表
記
上
の
訂

正
や
補
人
の
実
態
で
あ
る
。
そ
う
い
う
情
況
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
問
題

と
し
得
る
訂
正
や
補
人
の
あ
る
箇
所
は
総
数
二
二
例
で
あ
る
。

ま
ず
へ
国
語
文
と
漢
文
・
和
化
漢
文
と
で
表
記
上
決
定
的
に
異
な
る
の
は
そ

の
語
序
で
あ
る
。
最
初
か
ら
日
本
語
を
表
記
す
る
た
め
の
純
粋
な
表
現
行
為
と

し
て
漢
字
仮
名
交
り
文
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
-
、
原
(
和

化
)
漢
文
を
見
な
が
ら
訓
読
す
る
と
い
う
作
業
の
結
果
で
あ
っ
た
た
め
に
へ
和

化
漢
文
の
語
序
に
ひ
か
れ
て
誤
記
し
た
も
の
を
訂
正
し
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。
(
用
例
文
の
引
用
は
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
一
輯
所
収

の
拙
稿
「
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
(
漢
字
仮
名
交
り

文
・
和
化
漢
文
)
対
照
本
文
」
に
従
う
。
漢
字
仮
名
交
り
文
の
行
頭
の
数
字
は
、

原
本
の
行
取
り
に
従
っ
て
施
し
た
本
文
各
行
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
以
下
同
様
)

0
4
4
別
昔
の
醇
任
検
校
に
特
任
の
か
は
り
、
1
の
権
別
富
を
も
ち
て
'
か
な

ら
す
別
昔
に
補
す
へ
し

〔
別
嘗
特
任
検
校
之
替
、
以
1
種
別
富
へ
可
撃
補
別
嘗
〕

0
5
8
宮
寺
僧
俗
官
等
(
可
申
)
品
峡
(
秩
)
を
申
さ
た
む
へ
き
事

〔
宮
寺
僧
俗
官
等
可
申
定
品
秩
事
〕

0
1
-
3
宮
て
ら
の
僧
俗
た
や
す
-
不
骨
任
官
す
へ
か
ら
さ
る
事

〔
宮
寺
僧
俗
抑
不
可
任
官
事
〕

0
1
-
6
淋
薬
師
観
音
弥
勤
を
も
ち
て
'
わ
か
本
尊
と
す

〔
以
薬
師
観
音
禰
勤
へ
鳥
我
本
尊
〕

ま
た
へ
右
の
「
可
」
「
以
」
は
、
語
序
と
の
関
係
だ
け
で
な
-
、
漢
字
を
仮
名

に
直
す
こ
と
が
基
本
的
な
方
針
で
あ
っ
た
語
に
関
す
る
誤
記
訂
正
と
位
置
づ
け

る
こ
と
も
で
き
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
、
対
応
す
る
和
化
漢
文
の
「
可
」

】m.

五
五
例
が
総
て
仮
名
の
「
べ
し
」
に
直
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
助
動
詞
「
也
」
の

一
六
例
以
外
に
助
詞
・
助
動
詞
が
漢
字
表
記
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
「
以
」
の
場

合
も
、
対
応
す
る
一
六
例
(
「
以
上
」
「
以
前
」
を
除
-
)
の
総
て
が
、
訓
読
に

際
し
て
仮
名
で
「
～
を
も
ち
て
」
(
「
～
を
え
ら
ひ
て
」
三
例
・
「
～
を
」
f
例
を

含
む
)
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
対
応
す
る
和
化
漢
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文
の
漢
字
表
記
を
仮
名
に
直
す
と
い
う
方
針
に
従
う
語
で
あ
り
な
が
ら
、
和
化

漢
文
の
表
記
に
一
度
ひ
か
れ
た
次
の
よ
う
な
例
も
存
す
る
。

0
1
-
7
鶴
眼
壁
牙
斉
執
越
布
(
之
)
の
類
へ
庫
倉
に
お
さ
め
む
も
の
十
分
か
1
を

さ
き
て
〔
鵜
眼
聾
牙
暫
執
越
布
之
類
、
納
庫
倉
之
物
、
割
十
分
之
〓

0
2
-
5
弟
子
お
な
し
-
某
そ
の
う
ち
に
つ
ら
な
り
て
'
と
も
に
行
業
を
修
せ
む

〔
弟
子
同
列
其
内
、
共
修
行
業
〕

前
者
は
助
詞
「
の
」
(
或
は
「
が
」
)
と
訓
ず
べ
き
「
之
」
1
四
三
例
が
総
て
仮
名
表
記

さ
れ
る
中
で
の
例
で
あ
る
。
和
化
漢
文
の
文
字
列
十
字
分
を
ほ
ぼ
転
記
す
る
よ

う
な
訓
読
の
中
に
存
す
る
「
之
」
で
あ
っ
た
為
に
、
和
化
漢
文
の
表
記
に
ひ
か
れ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
其
」
は
総
て
所
謂
連
体
詞
「
そ
の
」
と
訓
ぜ
ら
る
べ

き
も
の
で
、
二
〇
例
中
の
一
八
例
ま
で
が
仮
名
表
記
さ
れ
る
。
例
外
的
な
二
例

「
7
3
其
職
」
「
2
-
8
其
身
」
も
あ
る
が
'
基
本
的
な
傾
向
と
し
て
仮
名
に
直
す
方
針

の
語
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
-
'
右
例
も
そ
れ
に
従
っ
て
の
処
置
と
思
わ
れ
る
。

次
に
へ
表
現
主
体
の
純
粋
な
表
現
行
為
で
あ
れ
ば
起
こ
り
難
い
が
、
訓
読
と
い

う
理
解
行
為
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
起
こ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
'
理
解
行
為
に
お
け
る
文
や
句
の
断
続
に
関
す
る
理
解
・
解
釈
の
迷

い
が
反
映
し
た
と
見
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

①
7
 
1
年
ら
う
あ
は
れ
ふ
へ
き
と
も
か
ら
あ
ら
は
、
権
入
寺
権
御
殿
司
、
を
の

く
1
人
を
-
は
八
へ
て
)
ふ
へ
し

〔
年
戒
可
優
者
、
加
樺
入
寺
権
御
殿
司
各
一
人
〕

②
2
-
0
神
は
非
礼
を
う
け
た
ま
は
す
ぬ
は
膏
史
の
明
文
也

〔
神
不
享
非
躍
、
膏
史
之
明
文
也
〕

③
1
-
5
弟
子
も
し
一
世
の
利
益
に
も
入
る
)
れ
て
、
牡
H
乱
u
n
か
さ
ね
て
、
六
道
の
輪

廻
に
お
も
む
-
と
も
〔
弟
子
若
漏
一
世
之
利
益
、
重
趣
六
道
之
輪
廻
〕

④
獅
な
ら
ひ
に
身
命
を
か
け
た
る
無
縁
の
と
も
か
ら
'
慈
悲
を
存
(
L
V
せ

は
'
あ
ひ
は
か
ら
ふ
所
あ
る
へ
し

〔
及
懸
身
命
号
無
縁
之
輩
へ
存
慈
悲
可
猶
預
〕

①
は
'
接
続
助
詞
「
て
」
で
文
を
続
け
よ
う
と
し
た
も
の
を
改
め
て
へ
断
止
し

た
も
の
で
あ
る
。
②
は
、
一
度
「
う
け
た
ま
は
ず
」
と
文
を
断
止
し
た
も
の
を
、

「
青
史
の
明
文
也
」
と
の
関
係
で
主
格
を
示
す
為
に
、
下
接
句
に
続
け
る
形
「
う

け
た
ま
は
ぬ
は
」
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
③
は
、
「
若
(
も
し
)
」
の
受
け
る
句

を
、
一
度
「
利
益
に
も
る
と
も
」
と
し
な
が
ら
へ
更
に
の
ば
し
て
「
六
道
の
輪

廻
に
お
も
む
-
と
も
」
に
す
る
為
に
、
前
句
を
「
利
益
に
も
れ
て
」
と
し
へ
助

詞
「
と
も
」
の
位
置
を
移
し
改
め
た
も
の
で
あ
る
o
④
は
'
一
度
単
純
接
続
の

連
用
中
止
「
存
し
」
で
訓
じ
た
も
の
を
、
下
接
句
と
の
関
係
か
ら
解
釈
を
改
め

て
、
条
件
表
現
の
句
「
慈
悲
を
存
せ
は
」
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
理
解
・
解
釈
の
過
程
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
和

化
漢
文
に
は
な
い
語
(
文
字
)
を
補
読
す
る
と
い
う
形
の
理
解
行
為
の
反
映
と
し

て
へ
そ
の
訂
正
や
加
筆
の
意
味
を
解
釈
で
き
る
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

⑤
8
3
な
む
ち
と
1
も
に
上
洛
し
て
'
釈
迦
の
教
跡
を
擁
護
し
、
百
王
の
聖
胤

を
保
護
せ
む
〔
輿
汝
共
上
洛
、
擁
護
樺
迦
教
跡
へ
保
護
百
王
聖
胤
〕

⑥
1
-
1
口
中
の
梁
を
む
は
ひ
'
身
上
の
Q
E
を
は
き
て
、
か
伽
を
あ
か
ひ
と
り
て
、
こ

れ
を
は
な
ち
か
へ
す
へ
し
〔
奪
口
中
之
梁
、
刺
身
上
之
烏
、
腰
取
可
放
之
〕

⑦
㍑
か
の
三
軍
の
門
跡
を
た
つ
ね
て
、
か
な
ら
す
一
日
の
道
儀
を
か
さ
る
へ
し

〔
尋
彼
三
輩
之
門
跡
、
以
餅
一
日
之
道
儀
〕

⑧
1
-
8
た
と
ひ
な
に
の
身
を
う
-
入
る
)
と
も
、
弥
陀
の
名
号
を
療
忘
(
せ
L
V

し
た
て
ま
つ
ら
し
〔
縦
雌
受
何
身
、
不
療
亡
禰
陀
之
名
耽
〕

前
者
三
例
は
'
い
ず
れ
も
本
文
を
書
い
た
後
に
、
前
後
の
文
脈
と
の
整
合
性
を
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考
慮
し
'
国
語
文
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
表
現
と
す
べ
-
、
行
間
に
和
化
漢

文
に
な
い
語
が
加
筆
・
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
「
釈
迦
の
教
跡
」
で
は
助

詞
「
の
」
を
補
い
な
が
ら
へ
後
続
句
を
漢
字
の
字
画
に
ひ
か
れ
て
「
百
王
聖
胤
」
と

し
た
も
の
に
「
の
」
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
Q
⑥
は
、
和
化
漢
文
が
五
文
字
の

o

句
を
続
け
る
た
め
に
「
原
取
可
放
之
」
と
表
記
さ
れ
た
の
に
ひ
か
れ
て
訓
読
を
一

旦
「
あ
か
ひ
と
り
て
、
こ
れ
を
は
な
ち
か
へ
す
へ
し
」
と
す
る
が
'
漢
字
仮
名
交

り
文
で
は
前
後
の
動
詞
が
い
ず
れ
も
目
的
語
を
と
っ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て

「
か
れ
を
」
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑦
は
'
文
末
に
「
べ
し
」
を
補
読
し
て

結
ん
だ
の
に
合
わ
せ
る
形
で
和
化
漢
文
に
な
い
副
詞
「
か
な
ら
ず
」
を
加
筆
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑧
は
、
一
度
和
化
漢
文
の
字
面
通
り
に
「
療
忘
せ
し
」
と
普

通
に
読
ん
だ
後
、
「
弥
陀
の
名
号
」
に
対
す
る
ふ
さ
わ
し
い
形
の
表
現
と
し
て
謙

譲
の
語
を
補
な
っ
て
、
「
療
志
し
た
て
ま
つ
ら
し
」
に
訂
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
0

さ
ら
に
'
同
様
の
理
解
・
解
釈
の
過
程
を
反
映
す
る
も
の
で
'
和
化
漢
文
の

語
(
文
字
)
に
対
す
る
解
釈
の
ゆ
れ
が
'
漢
字
仮
名
交
り
文
に
訓
読
す
る
際
に
'

品
詞
・
活
用
の
種
類
・
助
詞
な
ど
を
訂
正
す
る
形
で
現
れ
た
も
の
が
あ
る
.
こ

れ
ら
は
、
初
め
の
読
み
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
訓
読
も
解
釈
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ

た
訓
読
も
'
和
化
漢
文
の
譜
(
文
字
)
と
そ
の
訓
読
と
の
関
係
で
見
る
と
、
そ
の

対
応
は
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
原
漢
字
文
の
字
画
に
ひ
か

れ
て
訓
じ
た
も
の
を
文
脈
に
従
っ
て
訂
し
整
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

0
7
5
人
寺
の
な
か
、
そ
の
え
ら
ひ
に
あ
つ
か
ら
む
人
、
さ
た
め
て
あ
ら
そ
ひ

う
れ
ふ
る
所
あ
ら
ん
か
〔
入
寺
中
腰
其
撰
者
へ
定
有
欝
訴
欺
〕

○
些
旦
時
不
断
の
念
価
を
と
な
へ
て
、
(
な
か
-
)
永
代
無
朽
の
善
根
を
修
せ

む

〔

唱

亘

時

不

断

之

念

価

へ

修

永

代

無

朽

之

善

根

〕

〇
m
と
も
に
一
価
の
土
に
う
ま
れ
て
、
お
な
し
-
三
菩
提
を
な
*
ら
む

〔
共
生
一
価
土
、
同
成
三
菩
提
〕

0
2
1
8
こ
と
に
潔
白
の
沙
汰
を
-
は
へ
て
、
な
か
-
い
ゑ
八
を
)
に
つ
た
ふ
る

を
L
へ
と
す
へ
し
〔
殊
加
潔
白
之
沙
汰
、
此
僚
永
道
家
語
之
訓
〕

そ
の
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
も
の
と
少
し
質
は
異
な
る
が
、
や
は
り

和
化
漢
文
の
字
面
に
ひ
か
れ
て
表
記
・
訓
読
し
た
後
へ
定
家
の
解
釈
に
よ
っ
て

訂
正
・
加
筆
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

0
1
-
3
こ
の
常
へ
行
)
住
布
施
の
ち
か
ら
を
も
ち
て
、
か
な
ら
す
無
上
菩
提
の

え
ん
と
せ
む
〔
以
此
常
行
布
施
之
力
へ
必
烏
無
上
菩
提
之
縁
也
〕

○
聖
聖
わ
き
て
は
、
大
菩
薩
の
御
託
宣
に
い
は
-
〔
就
中
大
菩
薩
御
託
宣
云
〕

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
、
訓
読
を
和
化
漢
文
の
表
記
に
合
わ
せ
る
形

で
訂
正
・
加
筆
し
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
手
許
に
和
化
漢
文
を
見
な
が
ら

の
訓
読
と
い
う
作
業
で
あ
っ
た
為
に
、
で
き
る
だ
け
和
化
漢
文
の
表
記
に
沿
う

形
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
と
し
て
の
訂
正
・
加
筆
と
見
得
る
。

0
1
-
9
新
儀
の
非
法
を
ゝ
こ
な
ふ
へ
か
ら
ぬ
事
〔
不
可
行
新
議
(
倭
)
非
法
事
〕

0
2
-
9
其
身
は
や
-
さ
り
て
、
そ
の
願
な
を
の
こ
れ
り
〔
其
身
早
逝
'
其
願
尚
遺
〕

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
'
表
記
上
の
訂
正
や
補
入
・
加
筆
の
実
態
は
、

い
ず
れ
も
理
解
行
為
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
の
基
本
的
な
性
格
と

し
て
、
純
粋
な
表
現
行
為
の
み
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
文
書
で
は
な
-
、
周
房
の

和
化
漢
文
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
訓
読
す
る
と
い
う
作
業
(
理
解
行
為
)
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
O

定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
に
お
け
る
訓
読
の
性
格

和
化
漢
文
は
'
日
本
語
を
漢
文
と
い
う
文
章
様
式
に
よ
っ
て
表
現
し
た
も
の
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で
あ
り
へ
用
字
・
用
語
や
語
法
等
に
お
い
て
純
漢
文
と
は
異
な
る
。
純
漢
文
と

の
差
異
は
、
例
え
ば
和
語
と
(
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
)
漢
字
と
の
関
係
が
'

特
に
院
政
期
以
降
は
、
基
本
的
に
ほ
ぼ
1
対
l
的
な
対
応
(
7
語
1
漢
字
表
記
)

に
な
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
(
例
え
ば
和
化
漢
文
に
お
け
る
所

謂
「
訓
漢
字
」
の
使
用
な
ど
)
o
従
っ
て
、
和
化
漢
文
の
訓
読
に
お
い
て
は
、
中

国
漢
文
の
訓
読
に
比
し
て
、
漢
字
と
そ
の
訓
読
(
和
語
)
と
の
関
係
が
比
較
的
単

純
な
形
で
現
れ
易
い
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
一
方
、
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
和

化
漢
文
の
訓
読
文
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
は
い
い
な
が
ら
へ
原
漢
字
文
に
補
足

的
に
読
み
が
施
さ
れ
た
訓
点
資
料
の
よ
う
な
訓
読
と
は
異
な
る
為
に
、
幾
つ
か

の
特
徴
的
な
事
象
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
へ
漢
字
と
和
語
と
の
関
係
が
、

単
純
な
一
対
一
的
対
応
関
係
に
あ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
-
、
ま
た
必
ず
し
も

訓
点
資
料
の
よ
う
な
多
様
な
訓
読
関
係
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
主
な
も
の
を
い

-
つ
か
挙
げ
な
が
ら
そ
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
訓
読
に
際
し
て
、
漢
字
文
に
用
い
ら
れ
た
文
字
や
文
表
現
に
必
ず
し

も
強
-
制
約
き
れ
な
い
'
か
な
り
自
由
な
訓
読
(
恐
ら
-
翻
訳
口
調
の
さ
ほ
ど

強
-
な
い
か
つ
当
時
の
日
本
語
の
文
章
と
し
て
よ
り
自
然
な
表
現
)
が
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
語
の
レ
ベ
ル
で
見
る

と
次
に
示
す
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
漢
字
と
訓
と
の
直
接
的
な

関
係
が
'
少
な
-
と
も
古
辞
書
(
色
葉
字
類
抄
・
類
乗
名
義
抄
な
ど
)
で
は
篠

認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
字
義
と
漢
字
仮
名

交
り
文
の
和
語
(
訓
)
と
の
関
係
は
'
文
脈
的
意
味
の
上
で
は
通
ず
る
も
の
で
あ

り
、
必
ず
し
も
無
関
係
で
は
な
い
。

④
別
普
巳
下
可
支
配
庄
園
事
(
3
別
嘗
巳
下
庄
菌
を
わ
か
ち
し
る
へ
き
事
)

⑧
義
無
面
々
之
哀
憐
(
2
 
2
な
ん
そ
あ
ま
ね
き
あ
は
れ
ひ
な
か
ら
む
)

⑥
永
随
所
職
へ
勿
附
其
人

(
2
8
な
か
-
そ
の
職
に
し
た
か
ひ
て
、
そ
の
人
に
つ
く
へ
か
ら
す
)

⑳
若
有
智
行
難
弄
、
年
戎
可
優
者

(
7
0
も
し
智
行
す
て
か
た
-
'
年
ら
う
あ
は
れ
ふ
へ
き
と
も
か
ら
あ
ら
は
)

㊤
蓋
無
神
明
之
助
成
平
八
は
な
ん
そ
神
明
の
た
す
け
な
か
ら
む
や
)

㊦
有
-
可
参
詣
富
山
之
願
、
錐
及
八
箇
度

(
2
3
7
-
参
龍
す
へ
き
願
あ
り
て
、
わ
つ
か
に
八
ケ
度
を
と
-
と
い
へ
と
も
)

右
例
に
つ
い
て
試
み
に
『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
(
以
下
「
字
類
抄
」
と
略
記
)

『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
(
以
下
「
名
義
抄
」
と
略
記
)
に
よ
っ
て
漢
字
と
読

み
と
の
関
係
を
確
認
し
な
が
ら
そ
の
性
格
を
検
討
す
る
と
次
の
如
-
で
あ
る
。

④
「
支
配
」
に
「
サ
ー
へ
ク
ハ
ル
・
シ
ハ
イ
」
(
芋
類
抄
・
下
巻
・
畳
字
)
、
「
支
」

に
「
ワ
カ
ツ
」
(
名
義
抄
・
僧
中
六
二
)
が
確
認
で
き
'
芋
類
抄
(
上
巻
・
辞
字
)

で
「
ワ
カ
ツ
」
の
訓
を
有
す
る
漢
字
の
第
五
位
に
「
配
」
と
第
十
位
に
「
支
」

が
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
'
「
シ
ル
」
と
「
支
」
「
配
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。
⑧
「
面
々
」
と
「
ア
マ
ネ
シ
」
と
の
関
係
は
確
認
で
き
ず
、

字
類
抄
に
「
メ
ン
ノ
(
1
」
(
下
巻
・
重
点
)
が
確
認
で
き
る
。
尚
へ
他
の
箇
所
で

は
〔
面
々
之
依
惜
〕
に
(
8
9
面
々
の
依
怯
)
が
対
応
す
る
。
⑥
「
勿
」
は
名
義

抄
(
法
下
五
七
)
・
芋
類
抄
(
中
巻
・
辞
字
)
と
も
に
「
ナ
シ
」
「
ナ
カ
レ
」
の

訓
が
確
認
で
き
る
が
、
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
の
直
接
的
な
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。

こ
の
一
例
を
除
-
他
の
部
分
で
は
「
不
可
」
と
の
関
係
で
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
が
用

い
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
-
、
「
ナ
カ
レ
」
と
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
は
禁
止
の
意

味
で
共
通
す
る
o
⑳
「
優
」
に
「
ア
ハ
レ
プ
」
の
訓
は
確
認
で
き
な
い
。
字
類

抄
の
「
ア
ハ
レ
プ
」
訓
を
持
っ
漢
字
(
下
巻
・
人
事
)
二
一
例
の
う
ち
第
一
掲

出
字
は
「
哀
」
で
あ
る
。
一
方
、
名
義
抄
で
は
、
「
哀
」
(
法
中
一
三
七
)
に
「
ア

56



ハ
レ
プ
」
訓
は
な
い
が
、
「
優
」
(
備
上
三
二
)
と
共
通
す
る
訓
「
ウ
レ
フ
」
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
名
義
抄
に
お
い
て
「
ア
ハ
レ
プ
」
と
「
ウ
レ
フ
」
と
の

両
訓
が
同
時
に
掲
載
さ
れ
る
漢
字
と
し
て
「
傷
」
(
法
中
六
九
)
「
悌
」
(
法
中
七

一
)
「
帆
」
(
法
中
七
六
)
「
傑
」
(
法
中
七
七
)
「
惨
」
(
法
中
七
七
)
「
槍
」
(
汰

中
八
九
)
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
'
「
哀
」
と
「
優
」
と
の
字
義
に
は

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
和
語
「
ア
ハ
レ
プ
」
と
「
ウ
レ
フ
」
と
の
意
味
も

近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
得
る
。
以
上
の
如
-
'
両
辞
書
に
お
け
る
漢
字
の
字

義
と
和
語
(
訓
)
と
の
関
係
を
勘
案
す
る
と
、
「
優
」
字
を
漢
字
仮
名
交
り
文
で
「
あ

は
れ
ふ
」
と
訓
ず
る
こ
と
は
全
-
由
無
き
こ
と
で
は
な
い
。
⑥
熟
字
「
助
成
」

に
「
タ
ス
ク
」
の
訓
は
確
認
で
き
な
い
。
「
タ
ス
ク
」
訓
は
'
勿
論
「
助
」
に
つ

い
て
は
芋
類
抄
(
中
巻
・
人
事
)
に
も
名
義
抄
(
僧
上
八
〓
に
も
見
出
せ
る

が
、
「
成
」
と
の
関
係
で
は
確
認
で
き
な
い
o
l
方
、
「
タ
ス
ク
」
訓
を
持
つ
漢

字
と
し
て
「
成
」
(
名
義
抄
・
僧
中
三
九
)
も
確
認
で
き
る
。
漢
字
仮
名
交
り
文

が
和
化
漢
文
の
訓
読
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
'
「
た
す
け
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
の

関
係
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
和
化
漢
文
の
表
記
は
「
助
成
」
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
熟
字
「
助
成
」
の
訓
読
と
し
て
の
「
た
す
け
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

意
味
の
上
か
ら
も
訓
み
の
上
か
ら
も
不
自
然
で
は
な
い
。
㊦
「
及
」
に
「
ト
グ
」

訓
は
確
認
で
き
な
い
O
文
脈
と
そ
の
意
味
か
ら
は
、
字
類
抄
(
上
巻
・
辞
字
)
・

名
義
抄
(
僧
中
五
二
)
に
共
通
す
る
「
オ
ヨ
プ
」
「
イ
タ
ル
」
が
「
及
」
の
訓
と

し
て
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
度
に
亙
っ
て
参
寵
し
た
と
の

意
味
を
示
す
た
め
に
「
ト
グ
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
本
語
と
し
て

の
文
脈
上
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
O

ま
た
へ
上
記
用
例
と
そ
の
性
質
が
同
様
の
関
係
に
あ
る
も
の
に
次
の
よ
う
な

例
も
あ
る
。
主
な
用
例
を
出
現
順
に
列
挙
す
る
に
留
め
る
。

○
有
遂
本
望
者

(
2
 
4
つ
ゐ
に
身
の
1
そ
み
を
と
け
は
)

○
又
課
役
内
(
2
 
8
又
あ
て
も
よ
お
す
こ
と
の
な
か
に
)

○
是
則
諸
人
無
異
心
(
3
3
こ
れ
す
な
は
ち
を
の
ノ
(
＼
こ
と
心
な
-
し
て
)

○
碓
身
之
恩
潤
(
3
 
5
身
の
う
へ
の
こ
と
1
い
ふ
と
も
)

○
尚
欲
省
傍
官
(
3
 
5
な
を
か
た
は
ら
の
人
に
は
ふ
か
む
と
す
)

○
縦
堆
暫
譲
与
(
3
9
た
と
ひ
し
は
ら
-
ゆ
つ
る
と
も
)

〇
本
主
氏
人
之
鈴
蘭
(
4
0
も
と
の
氏
人
の
あ
と
)

○
遇
別
富
閲
之
時
(
4
6
も
し
別
首
の
閲
あ
る
時
)

○
宜
期
次
第
之
由
(
5
 
3
次
第
を
ま
も
る
へ
き
よ
し
)

〇
両
子
傍
官
之
輩
へ
5
 
6
ふ
た
り
の
弟
子
)

○
定
有
欝
訴
欺
(
7
 
5
さ
た
め
て
あ
ら
そ
ひ
う
れ
ふ
る
所
あ
ら
ん
か
)

○
次
以
後
(
1
-
-
つ
き
に
-
・
-
可
引
午
-
)

こ
れ
ら
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
漢
語
を
避
け
る
傾
向
の
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
古
辞
書
類
で
字
音
読
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
熟
字
な
ど
を
も
、
古
辞
書
に

な
い
訓
を
用
い
て
ま
で
へ
し
か
し
文
脈
的
意
味
を
変
え
な
い
程
度
に
、
和
訓
読

す
る
傾
向
に
あ
り
へ
翻
訳
口
調
を
抑
え
た
和
ら
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
得
る

(
漢
文
訓
読
語
を
避
け
和
文
語
を
用
い
る
傾
向
と
言
え
る
場
合
も
あ
る
)
0

さ
ら
に
、
同
一
漢
字
表
記
の
語
が
、
時
に
は
古
辞
書
等
に
掲
載
さ
れ
る
訓
と

も
一
致
し
な
が
ら
、
複
数
の
和
語
(
訓
)
と
対
応
す
る
次
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

○
偏
為
朝
家
之
煩
、
如
忘
公
平
之
基

(
1
-
0
ひ
と
へ
に
朝
家
の
わ
つ
ら
ひ
と
し
て
'
公
平
の
も
と
ゐ
を
わ
す
れ
た

る
か
こ
と
し
)

○
偏
成
人
別
之
望
、
殆
及
聖
断
之
煩

(
4
7
み
た
り
に
人
別
の
～
そ
み
を
な
し
て
'
は
と
ノ
＼
聖
断
の
わ
つ
ら
ひ
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に
を
よ
ふ
)

〇
一
向
可
敬
神
故
也

(
3
4
ひ
と
へ
に
神
を
う
や
ま
ひ
た
て
ま
つ
る
へ
き
ゆ
へ
也
V

O
一
向
撰
器
量
、
何
強
論
品
秩

(
7
6
一
向
に
器
量
を
え
ら
ひ
て
'
晶
峡
(
秩
)
を
さ
ら
ふ
へ
か
ら
す
V

o
O
於
守
一
向
之
信
(
s
l
c
v
I
I
向
の
信
を
ま
も
ら
む
に
を
き
て
は
)

「
偏
」
が
「
ひ
と
へ
に
」
「
み
た
り
に
」
二
種
の
語
と
対
応
し
、
「
ひ
と
へ
に
」
は
「
一

向
」
と
も
対
応
し
て
用
い
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
連
用
修
飾
用
法
(
副
詞
)
で
あ
る
。

「
偏
」
と
「
ヒ
ト
へ
ニ
」
訓
と
の
関
係
は
、
名
義
抄
(
悌
上
一
八
)
で
も
芋
類
抄
(
下

巻
・
辞
字
)
で
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
「
ミ
ダ
リ
ニ
」
と
の
直
接
的
な
関
係
は

認
め
得
な
い
。
ま
た
、
「
ヒ
ト
へ
ニ
」
の
訓
を
持
つ
漢
字
は
、
名
義
抄
で
「
偏
」
(
価

上
四
二
)
「
遍
」
(
悌
上
五
八
)
「
単
」
(
備
中
三
二
)
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
「
1
向
」
と
の

直
接
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
但
し
へ
「
ひ
と
へ
に
」
「
み
た
り
に
」
「
一
向
に
」

の
三
語
は
、
機
能
的
に
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
味
的
に
も
当
該
箇
所
で

の
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
が
文
脈
上
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

〇
三
界
内
外
之
利
益
、
殊
被
子
吾
朝
者
欺
、
是
以
教
法
煽
弘
和
光
之
御

(
E
=
三
界
内
外
の
利
益
こ
と
に
わ
か
-
に
ゝ
か
う
ふ
ら
し
め
た
る
も
の

ち
て
」
と
「
こ
れ
に
よ
り
て
」
と
は
接
続
詞
と
し
て
の
意
味
・
機
能
は
ほ
ぼ
同
一
と

言
っ
て
よ
-
、
和
化
漢
文
「
是
以
」
の
翻
訳
と
し
て
、
両
者
の
い
ず
れ
が
採
用
さ

れ
て
も
文
脈
上
の
相
違
や
不
整
合
は
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
接
続
詞
的
用
法
の

「
然
者
」
が
あ
る
が
、
そ
の
三
例
中
の
一
例
が
「
こ
れ
に
よ
り
て
」
と
対
応
す
る
0

○
然
者
優
賞
碩
撃
(
8
4
し
か
れ
は
顧
撃
を
優
賞
せ
む
)

○
然
者
烏
宮
寺
(
1
1
4
し
か
れ
は
宮
て
ら
の
た
め
)

○
然
者
永
停
濫
望
(
5
 
2
こ
れ
に
よ
り
て
な
か
く
濫
望
を
と
ゝ
め
て
)

「
然
」
と
「
者
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
こ
れ
」
や
「
よ
り
」
と
対
応
す
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
が
'
「
然
者
」
「
し
か
れ
は
」
の
接
続
詞
と
し
て
の
意
味
・
機
能
か
ら
は
、
「
然

者
」
を
「
こ
れ
に
よ
り
て
」
と
翻
訳
す
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

○
就
中
宮
寺
僧
俗
、
累
葉
之
詞
官
へ
次
第
之
昇
進

(
1
 
-
6
な
か
ん
つ
-
に
宮
寺
の
僧
俗
、
里
(
累
)
葉
の
嗣
官
、
次
第
の
昇
進
)

○
就
中
彼
寺
者
弟
子
之
祖
師
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八
m
な
か
ん
つ
-
に
か
の
て
ら
は
弟
子
か
祖
師
)

○
就
中
大
菩
薩
御
託
宣
云

か
'
こ
～
を
も
ち
て
、
教
法
さ
か
り
に
和
光
の
み
き
り
に
ひ
ろ
ま
り
)

○
朝
家
殊
有
尊
崇
者
欺
、
是
以
頒
数
万
戸
之
民
個
、
鵠
大
小
社
之
神
頚

(
2
-
2
こ
と
に
わ
き
て
は
大
菩
薩
の
御
託
宣
に
い
は
-
)

〇
五
畿
七
通
園
街
庄
園
、
入
官
家
者
十
之
二
三
へ
償
神
社
者
十
之
八
九
、
就

中
世
及
湧
末
、
人
軽
朝
威

八
川
6
五
畿
七
道
国
衛
庄
園
、
宮
家
に
い
る
1
も
の
十
か
二
三
、
神
社
に
つ

(
1
-
3
朝
家
こ
と
に
尊
崇
あ
る
も
の
か
、
こ
れ
に
よ
り
て
数
万
戸
の
民
個
を

わ
か
ち
て
'
大
小
社
の
神
領
と
す
)

右
例
は
接
続
詞
的
用
法
の
「
是
以
」
で
あ
り
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
「
こ
1
を
も
ち

て
」
「
こ
れ
に
よ
り
て
」
二
種
の
表
現
に
対
応
す
る
。
古
辞
書
で
確
認
で
き
る
「
是

以
」
の
訓
は
「
コ
ー
ヲ
モ
テ
」
(
名
義
抄
・
傭
上
五
)
の
み
で
あ
る
が
'
「
こ
～
を
も

の
る
も
の
は
十
か
八
九
、
し
か
の
み
な
ら
す
世
湊
末
に
を
よ
ひ
て
、

入
朝
威
を
か
ろ
-
す
)

7
j
O
手
原
之
趣
へ
感
鷹
童
空
、
加
之
営
宮
抽
誠

(
2
 
-
 
1
費
原
の
お
も
む
き
、
感
鷹
あ
に
む
な
し
か
ら
む
や
、
し
か
の
み
な
ら

す
、
雷
宮
に
ま
こ
と
を
ぬ
き
い
て
)



「
就
中
」
は
'
漢
字
仮
名
交
り
文
で
の
「
な
か
ん
つ
-
に
」
「
こ
と
に
わ
き
て
は
」

「
し
か
の
み
な
ら
す
」
三
種
の
表
現
と
対
応
す
る
が
、
名
義
抄
(
俳
上
七
九
)

で
確
認
で
き
る
の
は
「
ナ
カ
ニ
ツ
イ
テ
・
ナ
カ
ム
ヅ
ク
ニ
」
の
訓
の
み
で
あ
る
。

「
就
中
」
四
例
中
の
二
例
は
漢
文
訓
読
語
「
な
か
ん
つ
-
に
」
と
対
応
し
'
一

例
が
「
こ
と
に
わ
き
て
は
」
と
対
応
す
る
。
こ
の
場
合
の
「
就
中
」
「
な
か
ん
つ

-
に
」
「
こ
と
に
わ
き
て
は
」
三
者
は
、
文
脈
上
の
意
味
に
お
い
て
も
、
連
用
修

飾
的
機
能
を
果
た
す
点
に
お
い
て
も
相
通
ず
る
O
し
か
し
、
今
一
例
の
「
就
中
」

と
「
し
か
の
み
な
ら
す
」
と
の
関
係
は
、
少
な
-
と
も
そ
の
文
法
的
機
能
に
お

い
て
副
詞
と
接
続
詞
と
の
相
違
が
あ
り
、
意
味
上
も
同
t
と
は
言
い
難
く
直

裁
に
は
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
辞
書
で
も
「
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」

の
訓
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
字
類
抄
の
「
加
之
」
(
下
巻
・
畳
字
)
と
名
義
抄
の

「
加
復
・
加
之
・
加
以
」
(
僧
上
八
四
)
で
あ
る
。
ま
た
へ
定
家
筆
本
文
で
も
他

の
箇
所
で
は
「
加
之
」
に
「
し
か
の
み
な
ら
す
」
が
対
応
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
間
行
目
の
当
該
箇
所
に
関
し
て
は
、
「
ナ
カ
ン
ヅ
ク
ニ
」
「
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」

の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
'
意
味
や
文
法
的
機
能
か
ら
見
て
、
前
後
の
文
脈
上
の

流
れ
を
自
然
に
解
釈
す
る
事
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
様
に
和
化
漢

文
に
お
け
る
「
就
中
」
も
こ
こ
で
の
意
味
・
機
能
を
明
確
に
し
得
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
和
化
漢
文
の
漢
字
と
漢
字
仮
名
交
り
文
の
訓
読
と
の
関
係
が
、
即
字
的
訓

読
の
関
係
で
は
な
い
な
が
ら
も
、
意
味
・
用
法
上
は
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
に
比
べ
る
と
'
斯
か
る
例
は
異
質
で
例
外
的
な
用
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
語
の
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も

漢
字
の
持
つ
意
味
と
の
間
に
一
定
の
連
絡
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
同
様

に
文
の
レ
ベ
ル
で
見
て
も
'
似
た
よ
う
な
関
係
に
あ
る
例
が
指
摘
で
き
る
。

(
7
6
し
か
れ
と
も
、
一
向
に
器
量
を
え
ら
ひ
て
、
晶
峡
(
秩
)
を
き
ら
ふ
へ

か
ら
す
)

○
況
有
彼
震
託
、
可
恐
可
恐

(
2
-
6
い
は
む
や
か
の
霊
託
あ
り
、
お
そ
れ
さ
る
へ
し
や
)

○
是
非
寺
務
進
退
之
身
者
へ
不
便
雁
始
土
木
之
事
欺

(
2
-

2
こ
れ
寺
務
進
退
の
身
に
あ
ら
す
は
'
経
始
土
木
の
こ
と
に
た
よ
り
な

○
然
而
一
向
撰
器
量
、
何
強
論
晶
秩

き
ゆ
へ
な
り
)

右
に
見
る
よ
う
に
、
反
語
表
現
を
よ
り
直
接
的
な
禁
止
表
現
に
変
え
た
も
の
、

平
叙
表
現
を
韓
意
や
詠
嘆
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
反
語
表
現
に
変
え
た
も
の
、

断
定
の
保
留
或
い
は
娩
曲
的
断
定
の
疑
問
表
現
を
直
接
的
な
断
定
表
現
に
変
え

た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
和
化
漢
文
と
漢
字
仮
名
交
り
文
と

の
間
に
客
観
的
な
情
報
内
容
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
よ
り
和
文
的
に
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
情

意
表
現
に
用
い
ら
れ
る
場
合
の
中
国
漢
文
「
可
」
と
国
語
助
動
詞
「
べ
し
」
と
は
必

ず
し
も
符
合
し
な
い
た
め
に
'
直
読
的
に
「
お
そ
る
べ
し
」
と
訓
ず
る
こ
と
を
避

け
、
情
意
表
現
と
し
て
の
反
語
表
現
が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

m
毘

和
化
漢
文
に
お
け
る
文
末
用
法
の
「
欺
」
は
断
定
の
保
留
・
娩
曲
的
断
定
を
表
す

と
さ
れ
る
が
へ
そ
の
訓
読
「
か
」
由
利
文
に
お
け
る
文
末
用
法
が
同
様
の
機
能
を

持
た
な
い
た
め
に
、
直
接
的
な
断
定
表
現
に
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

以
上
多
-
の
場
合
は
、
漢
字
と
訓
と
の
基
本
的
な
関
係
が
、
古
辞
書
等
に
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
、
既
に
鎌
倉
時
代
に
は
比
較
的
固
定
化
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
姿
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
は
'
こ
こ
ま

で
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
'
必
ず
し
も
1
般
的
と
は
思
え
な
い
訓
読
と
な
っ

て
い
る
例
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
で
も
'
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
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に
お
い
て
'
和
化
漢
文
の
内
容
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
-
、
か
つ
国
語
文
と

し
て
よ
り
自
然
な
表
現
と
な
る
よ
う
な
訓
読
が
意
図
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
へ
定
家
の
訓
読
の
特
徴
は
'
和
化
漢
文
の
内
容
に

沿
い
な
が
ら
も
、
そ
の
文
脈
的
意
味
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
和
ら
げ
ら
れ
た
意

訳
・
翻
訳
と
言
う
べ
き
性
格
を
有
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
る
。

む
す
び

本
稿
の
目
的
は
'
「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
の
二
種
本
文

を
対
照
し
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
で
、
漢
字
仮
名
交
り
文
が
和
化
漢
文
の
訓
読

文
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
'
漢
字
仮
名
交
り
文
の
訓
読
文
と
し
て

の
性
格
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

両
者
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
表
記
上
の
訂
正
や
補
人
の
実
態
を
手
が
か
り
に

検
討
す
る
と
、
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
純
粋
な
表
現
行
為
に
よ
っ
て
の

み
記
さ
れ
た
文
書
で
は
な
-
、
明
ら
か
に
周
房
の
和
化
漢
文
を
下
敷
き
に
意
識

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
手
許
に
見
な
が
ら
訓
読
す
る
と
い
う
作
業
(
理
解

行
為
)
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
へ
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
は
周
房
筆
和
化
漢
文
を
訓
読
し
た
も
の
と

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
訓
読
は
原
漢
字
文
に
補
足
的
に
訓
読
が

施
さ
れ
た
訓
点
資
料
の
よ
う
な
(
い
わ
ば
隷
属
的
な
)
訓
読
文
と
は
性
格
を
幾

分
異
に
す
る
部
分
も
指
摘
で
き
る
。
特
に
、
語
・
語
句
や
文
の
レ
ベ
ル
で
の
問

題
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
と
、
必
ず
し
も
原
漢
字
文
の
漢
字
に
即
し
た
忠
実

な
逐
字
・
逐
語
的
訓
読
(
い
わ
ば
直
訳
的
な
理
解
行
為
)
と
は
な
っ
て
い
な
い

情
況
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
和
化
漢
文
の
内
容
に
は
沿
い

な
が
ら
、
国
語
文
と
し
て
の
文
脈
の
流
れ
や
意
味
が
よ
り
自
然
に
な
る
よ
う
な

表
現
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
見
得
る
。
定
家
が
和
化
漢
文
に
つ
い
て
の
自
ら
の

解
釈
を
示
し
へ
定
家
の
考
え
る
日
本
語
の
文
章
と
し
て
よ
り
整
っ
た
表
現
に
す

る
こ
と
を
も
意
図
し
な
が
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
'
定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
基
本
的
に
は
理
解
行
為
に
よ

る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
表
現
主
体
の
表
現
行
為
・
意
識
を
も
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
'
単
な
る
訓
下
し
的
(
直
訳
的
)
な
訓
読
と
い
う
よ
り
も
、

意
訳
・
翻
訳
と
い
う
べ
き
性
格
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

と
こ
ろ
で
へ
両
文
書
は
形
態
上
は
各
々
独
立
し
た
文
書
で
あ
る
が
'
本
稿
で

明
ら
か
に
で
き
た
よ
う
に
'
両
者
を
和
化
漢
文
と
そ
の
訓
読
文
と
い
う
1
対
の

資
料
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
視

点
で
両
者
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
現
れ
る
言
語
事
象
の
検
討
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
和
化
漢
文
の
訓
読
に
関
す
る
問
題
」
や
、
「
日
本
語
の
一
表

現
様
式
(
表
現
行
為
)
と
し
て
の
和
化
漢
文
の
用
字
・
用
語
や
語
法
の
問
題
」
等

】
E
3

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
得
る
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で

資
料
を
利
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
と
今
後
に
繋
が
る
課
題
と
の
関
係
に
つ
い
て

簡
単
に
示
す
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
へ
定
家
の

漢
字
仮
名
交
り
文
が
漢
字
文
か
ら
は
独
立
し
た
仮
名
交
り
の
文
章
で
あ
る
為

に
、
和
訓
読
(
和
語
)
か
字
音
読
(
漢
語
)
か
の
区
別
を
比
較
的
明
瞭
に
な
し
得
る

と
い
う
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
和
訓
の
場
合
は
'
送
り
仮
名
や
捨
て
仮
名
・

部
分
的
な
付
訓
な
ど
の
不
充
分
な
情
報
に
頼
る
こ
と
な
-
、
そ
の
訓
を
確
認
で

き
る
。
ま
た
、
和
化
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
不
読
の
文
字
や
、
訓
読
文
で
読
添
え

(
補
読
)
が
な
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
語
(
文
字
)
に
つ
い
て
の
実
態
、
特
に
、
助

字
と
助
詞
・
助
動
詞
と
の
関
係
を
知
る
に
は
極
め
て
有
効
な
資
料
と
し
て
利
用

で
き
る
。
訓
読
文
と
し
て
の
仮
名
交
り
文
で
は
'
不
読
字
は
表
記
さ
れ
な
い
と
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い
う
形
で
訓
読
さ
れ
た
も
の
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
よ
う
し
、
和
化
漢
文
に
表

記
さ
れ
た
国
語
文
と
し
て
必
要
な
助
詞
・
助
動
詞
は
確
実
に
訓
読
さ
れ
る
と
見

て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
前
述
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
の
対
象
と
し
て
定
家
の

手
に
な
る
文
章
を
用
い
る
こ
と
の
有
効
性
や
妥
当
性
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き

た
い
。
定
家
が
漢
文
の
訓
読
を
行
っ
た
こ
と
は
『
源
氏
奥
入
』
に
よ
っ
て
も
知

ら
れ
る
所
で
あ
り
、
一
方
で
、
定
家
に
は
『
明
月
記
』
の
よ
う
な
記
録
体
の
文

章
も
あ
る
。
漢
文
の
訓
読
に
も
和
化
漢
文
の
作
成
に
も
精
通
し
て
い
た
定
家
で

あ
れ
ば
'
両
方
の
知
識
・
能
力
や
経
験
に
基
づ
い
て
和
化
漢
文
の
訓
読
・
解
釈

を
行
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
対
象
に
し
た
定
家

の
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
和
化
漢
文
の
「
作
成
」
と
「
訓
読
」
と
い
う
両
方
に

関
わ
る
諸
問
題
に
迫
る
の
に
有
効
に
利
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尚
、
漢
字
仮
名
交
り
文
は
、
原
漢
字
文
に
隷
属
的
な
訓
読
で
は
な
-
、
形
態
上

は
独
立
し
た
文
書
で
あ
る
た
め
に
'
必
ず
し
も
和
化
漢
文
の
直
接
的
な
訓
読
文

と
し
て
単
純
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
へ
両
文
書
の
作
成
者
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
こ
と
と
'
定
家
と
い
う
個
人
の
個
性
や
願
文
と
い
う
文
体
の
特
殊

性
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
一
般
的
な
和
化
漢
文
の
用
字

法
や
和
化
漢
文
と
そ
の
訓
読
と
の
関
係
に
ま
で
普
遍
化
さ
せ
る
こ
と
に
は
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

注

(
-
)
『
群
書
類
従
』
第
l
韓
、
及
び
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
四
・
石

清
水
文
書
之
二
に
所
収
。

(
2
)
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
6
8
古
文
書
集
』
影
印
、
『
大
日
本
古
文
書
』

家
わ
け
第
四
・
石
清
水
文
書
之
六
に
所
収
。

(
3
)
助
動
詞
ナ
リ
は
全
二
三
例
で
、
殆
ど
和
化
漢
文
の
「
也
」
(
一
部
「
欺
」
)

に
対
応
し
て
お
り
へ
補
読
さ
れ
た
も
の
は
六
例
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
仮

名
「
な
り
」
は
七
例
で
あ
る
。

(
4
)
「
腰
取
可
放
之
」
の
「
之
」
字
は
、
純
漢
文
の
用
法
に
従
う
と
、
必
ず
し

も
訓
ず
る
必
要
の
な
い
陳
述
助
字
で
あ
ろ
う
O
L
か
し
へ
こ
の
時
期
(
鎌

倉
時
代
)
に
は
、
斯
か
る
「
之
」
も
一
様
に
「
こ
れ
」
と
訓
ず
る
こ
と
が
既
に
一

般
的
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
反
映
し
た
訓
読
・
加
筆
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
小
林
芳
規
「
陳
述
の
助
字
「
之
」
の
訓
読
-
特
に
、
博
士
家
点

と
仏
家
点
と
の
訓
分
け
-
」
(
『
文
学
論
藻
』
2
3
号
・
昭
和
3
7
年
1
0
月
)
参
照
。

(
5
)
「
欺
」
字
を
文
末
に
単
独
で
用
い
て
「
疑
惑
表
現
」
と
す
る
の
は
、
古

記
録
に
お
け
る
「
欺
」
字
の
特
徴
的
な
用
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
'

そ
の
「
疑
惑
表
現
」
の
中
に
(
懐
疑
)
へ
推
測
)
へ
断
定
保
留
)
の
三
種
の

用
法
が
類
別
で
き
へ
さ
ら
に
、
当
然
断
定
的
表
現
が
期
待
さ
れ
て
よ
い
場

面
の
文
章
に
「
欺
」
字
が
使
用
さ
れ
て
、
断
定
の
保
留
も
し
-
は
腕
曲
的

断
定
と
な
る
の
が
古
記
録
の
特
徴
的
用
法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
峰
岸

明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
)
参
照
。

(
6
)
尚
へ
定
家
筆
漢
字
仮
名
交
り
文
の
言
語
事
象
と
そ
の
資
料
的
価
値
に
つ

い
て
は
へ
既
に
論
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
O
小
林
芳
規
「
石
清
水

文
書
田
中
宗
清
願
文
案
に
現
れ
た
藤
原
定
家
の
用
字
用
語
に
つ
い
て
」

(
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
輯
)
参
照
。

(
た
な
か
ま
さ
か
ず
・
兵
庫
教
育
大
学
)
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